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新たな食中毒の原因としての粘液胞子虫類の鮮魚実態調査 

 

宮崎県衛生環境研究所 

○福留 智子、藤﨑 淳一郎 

【目的】 

粘液胞子虫類の一種である Kudoa septempunctata による食中毒は減少傾向にあるが、一方で新鮮な

魚介類を喫食後に嘔吐、下痢を呈する原因不明の有症事例が報告されており、他のクドア属やユニカプ

スラ属（Unicapsula seriolae）が原因である可能性が示唆されている。今回、市場流通品の鮮魚実態調

査と県内の食中毒事例において採取したカンパチ（別ロット保管品）について、部位ごとの U. seriolae

の調査を行ったので報告する。 

 

【方法】1）鮮魚実態調査：2017 年 7 月から 2020 年 11 月にかけて、市場流通品の刺身等で有症事例の

多いカンパチやタイ、ヒラメ等の魚 136件を調査した。2）食中毒事例の採取カンパチ：店内で矢上断面

状にカットされ冷蔵保存されていたカンパチの頭部側、中央部、尾部側から 3ヶ所ずつ約 1cm3で切り出

しを行った。それぞれの試料は厚生労働省通知法に従って DNA を抽出し、K. septempunctata 及び U. 

seriolaeを標的としたリアルタイム PCR法を実施した。 

 

【結果】1）鮮魚実態調査：養殖ヒラメ 1/16 件から K. lateorablacis、養殖カンパチ 8/67 件から U. 

seriolae の遺伝子が検出され、顕微鏡検査でも胞子が確認された。2）食中毒事例の採取カンパチ：魚

全体から U. seriolaeの遺伝子が検出されたが、検出されない部位もあり、頭部側については他の部位

より遺伝子量が少なかった。部位によって不検出～1.9×10⁹copy rDNA/g と偏りがみられ魚体に広く寄

生していた。 

 

【結論】カンパチにおける U. seriolae の感染率は約 12%であったが、胞子の定量検査では陰性または

定量下限以下であり、食中毒の原因と考えられる胞子数の多い魚はみられなかった。食中毒事例の採取

カンパチについては寄生量に偏りがあることから、有症事例において喫食量と寄生量の偏りが患者の潜

伏期間、重症度に関与する可能性が示唆された。U. seriolae の病原性については十分には解明されて

いないが今後とも注視していきたい。 
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宮崎県で発生した新型コロナウイルスのクラスターにおける分子疫学調査 
 
はじめに 
宮崎県では 2020年 3月 4日に新型コロナウイルス感染症患者が初めて確認され，2021年 5月 31日ま
でに 3025例の陽性が報告されている。今回，2021年 2 月末までに報告された 1947例のうち 196例に
ついて，国立感染症研究所病原体ゲノム解析研究センターに陽性検体を提出し，その解析結果から宮崎
県単独のハプロタイプ・ネットワーク図を作成した。さらに，ネットワーク図と積極的疫学調査で得ら
れた疫学情報を照らし合わせることで，若干の知見が得られたので報告する。 
 
対象 
(１)2020年 3月から 2021年 2月までに宮崎県で発生した事例のうち，宮崎県 8保健所及び宮崎市保健
所管轄から収集され，病原体ゲノム解析研究センターで解析できた Ct値 32未満の 196検体。 

(２)Ct 値が高い等の理由により，病原体ゲノム解析研究センターで解析できなかった事例及び検体未提
出である事例のうち，疫学情報から同一クラスターもしくは同一グループに属すると推定される 240
事例。 
なお，2020年 11月から 2021年 2月までの第 3波に関しては，クラスター事例のみを対象とした。 
 

方法 
病原体ゲノム解析研究センターで解析できた 196 検体について，ハプロタイプ・ネットワーク図を作
成した。また，解析は実施していないが，疫学情報から同一クラスターもしくは同一グループに属する
と推定される事例も同じゲノム・クラスター群として数に含めた（図１）。さらに，ネットワーク図にお
ける各ゲノム・クラスター群の構成要素について疫学情報を基に調査を行った（図２）。 
 
結果及び考察 

2020年 3-4月の第 1波は主に Pangolin系統 B.1.1，2020年 7-9月の第 2波は主に B.1.1.284，2020年
11月-2021年 2月の第 3波は B.1.1.214のみに属しており１），大きく A～Iの 9つのクラスターに分類さ
れた。 
クラスターA，Bは別々の保健所管内で発生した接待を伴う飲食店関連事例で，いずれも感染経路不明
者が他のクラスターに比べ多く含まれており，行政の介入による積極的疫学調査が重要であると考えら
れた。また，クラスターＢ内①の矢印は，管轄保健所関係からクラスターＡに属すると思われていたが，
ネットワーク図ではＢに属しており，ゲノム解析の有用性を確認できた。 
クラスターＣ，D はスポーツ施設，クラスターＥは高齢者関連施設で，いずれも同じ保健所管内で同
じ時期に発生していたことから，ゲノム情報と一致して関連が高い可能性が示唆された。 
クラスターF はカラオケ関連事例で，探知後にクラスターG の教育・保育施設で発生が認められたた
め，ゲノム情報からの推測ではあるが，カラオケクラスターから感染が拡大したものと考えられた。 
 クラスターＡ内②の矢印とクラスターＥは高齢者施設，クラスターＧとＩは教育・保育施設で，いず
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れもネットワーク図の末端に位置しており，高齢者施設や教育・保育施設はクラスターが発生しやすく
規模が大きくなりやすいものの，そこから感染が拡大するリスクは低いものと推測された。また，これ
らの高齢者施設クラスター発生前には接待を伴う飲食，スポーツ施設関係，カラオケ等のクラスターが
先に探知され、ゲノム情報が示すネットワーク図から，感染拡大防止のためには，これら施設に感染が
拡がる前に如何に行政が介入していくかに加え，疫学情報の充実が望まれる。 
今回の調査で，発端者が医療機関を受診して陽性とされた事例では各ゲノム・クラスター群の構成要

素が正確に反映されていないものもあり，疫学情報の収集に課題があると考えられた。また，当所が収
集した疫学情報も不足している部分が多く，関連性が不明な部分もあったことから，各保健所との緊密
な連携と情報共有も重要だと思われた。 
 
おわりに 
クラスター発生時には保健所は業務が逼迫することとなり，積極的疫学調査が困難になることがある。
ゲノム解析を実施することで得られる知見も多く，保健所が実施する積極的疫学調査の補助にもなると
考えられることから，今後も引き続き調査を進めたいと考えている。 
今回，主にクラスターを中心に調査を実施したが，自施設で散発事例も含めて調査することで，迅速

に，より多くの検体を解析することが可能になると考えられた。また，変異株の出現に伴う医療現場の
逼迫も問題になっていることから，迅速な変異株の探知の観点からもゲノム解析が重要になると考えら
れる。 
 
参考文献 
１）関塚剛史ら，IASR 42 (3)：61－64，2021 
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